
はじめてみよう！ 

      

遊びとまち研究会 

〜開発までのみちのり〜 
      

復興おたすけゲーム 

      



４年目の活動目標 
1. 「世田谷発そなえ→復興ゲーム」を開発し、発

災時に迅速に学校と地域で協働して避難と安全
確保・復興に取組めるようにシュミレーション
を行なうこと。 

 

2. 並行して、震災後５年目を迎え、支援のニーズ
が変化して来た被災地において、長引くストレ
スのケア、復興や防災を含むまちづくり活動の
次世代の担い手である中高生育成、学校を支え
る地域の仕組みの応援を行なうこと。 

 

3. そこで得られた知見をゲーム内容への反映させ
ていくこと。 

 

 



活動の達成度の自己評価 

1.「世田谷発そなえ→復興ゲーム」の開発 

 →★★★（復興おたすけゲームの開発）  

2.学校を支える地域における課題の抽出   

 →★★★（太子堂小学校家庭教育学級、三宿中学校ワークショップ 

   にて共有） 

3.学校の先生の気持ちや考えについての研修 

 →★（取り組む時間がなかった） 

4.次世代の担い手育成のための仕組みづくりを考える 

 →★★★（南三陸町へ訪問し、被災時の体験について聞いたり、 

           子どもの視点からの防災について意見交換） 

5.長期化する避難生活におけるケアについての検討   

    →★★★（仙台市日辺の応急仮設住宅にて縁側倶楽部にて手芸教室 

          およびヒアリング） 

「達成」★★★「ほぼ達成」★★「もうちょっと」★ 



太子堂小中学校にてワークショップ ７月 



   防災
ぼう さい

マイマッ プの書
か

き方
かた

     
7 月 1 1 日  までに  マイマッ プを  作ってね！！  

  

  

①  じぶんのいえ  の  ばし ょ に をかいて、 通学路
つ う がく ろ

は青
あお

でぬろう 。   

   行
い

き帰
かえ

り で違
ち が

う 道
みち

を通
かよ

う 人
ひと

は矢印
やじ る し

で方向
ほう こ う

を教
お し

えてね！  

    

 

    

 

  
  

  

②  よく あそぶところ・ よく いく と ころを、 赤でかこう 。   

よく あそぶ公園
こう えん

・ 遊
あそ

び場
ば

  公   塾
じゅく

や習
なら

いごと□   祖父母
そ ふ ぼ

・ 友
とも

だちの家
いえ♡   

        
  

  

③  よく つかう みち  は  赤でかこう 。   

   公園
こう えん

、 習
なら

いごと 、 友
とも

だちの家
いえ

、 う ちに帰
かえ

るみち、 いつもよく つかう みちを教えてね！  

    

 

 

      

 

 

    
  

  
う らへ  つづく ！  

  

④  通学路
つ う がく ろ

やよく つかう みちのちかく にある  

   「 災害
さいがい

のそなえ」 や「 子
こ

ども 1 1 0 番
ばん

の家
いえ

」 をみつけて、   

     記号
き ご う

を、 マイマッ プに  かきこもう 。   

  
マッ プに  

かきこむ  

きごう   
1 1 0    ●   □   △  

なまえ  
子ども 1 1 0 番の

家  
消火器  

消火栓  

防火水槽  
公衆電話  

し ゃしん  

     

  

     

せつめい  

子どもが危険にあ

ったり 、 困ったと
き、 安心し てたち

よれるお家やお店

だよ。   

火事になり そう な

と き、 誰でも 、 す

ぐ火を消すこと が

できるよ。   

消防の人たちが、

火事を消すための

水が入っているん

だ。   

無料で 1 1 0・ 1 1 9

番に電話できる。
災害時には電話が

つながり やすく な

るんだ。   

  
マッ プに
かきこむ  

きごう   
♡    井   ソ   

  

なまえ   一時集合所   井戸水提供の家   防災倉庫     

し ゃしん  

        

  

せつめい  

災害時に近所の人

が集まって、 状況

を確認する。 避難

は集団で行動する

よ。   

災害で水道がつか

えないと き、 洗濯

や体を洗う などの

お水を提供し てく

れる。   

災害時、 まちの人

たちが使う ポンプ

などの備品が入っ

ている。   
  

  

⑤  そのほか、 防災
ぼう さい

について、 きづいたことがあれば、 かきこんでおこう 。  

  

  

防災マイマップの書き方 



仙台の子育て世代との交流、 
手作り品販売支援 

７月 



仙台市仮設住宅にて手仕事ワーク
ショップ開催＆ヒアリング 

１０月 



三宿中学校にてワークショップ １０月 



南三陸と世田谷の中学生の交流 １０月 

震災当時に避難した五十鈴神社 南三陸町立戸倉中学校前 

アイスブレイクの椅子取りゲーム 意見交換会 



元気を取り戻す 復興ゲーム 
おためしワークショップ 

１月 



復興おたすけゲーム(試作版) 
ワークショップ 

• もう一度振り出しに戻って考え直し、等身大の発想でゲームを作り直した 
• こうして完成したのが「復興おたすけゲーム」 

３月 



子どもたちと仙台を再訪 

• 協働先の冒険あそび場せんだい・みやぎネットワークを訪ねた 
• 復興の様子を心に刻んだ 

３月 

伊佐二丁目公園遊び場 
荒浜 

蒲生地区 



ゲーム開発までのみちのり 
（4回のワークショップ） 



ゲームの概要（前半） 
出会いゲーム 

• 緊張をほぐすアイスブレイク的意味合いも 

• 「出会い」の意味 

– ゲーム参加者が「出会う」 

– 震災時に家族・子どもたちと「出会う」（二重の意
味） 

• 状況設定の日に、「その場にいる気持ちになって、
大切な人と出会うためにどうするか」を考える 

• 防災、減災、また復興をより身近なこと、自分の
問題としてとらえることができるようになります。 



出会いゲームの流れ 

1. 「季節カード」「時間帯カード」を全体で  
１枚ずつ引き、地震が起きる時期を想定 

 

2. 「自分の居場所カード」「家族の居場所カー
ド」「出来事カード」を１枚ずつ引く 

 

3. カードの組み合わせから「自分がどうする
か」と考え「出会いシート」に書き込む 

 

4. グループで出会いシートを見ながら話し合い 



ゲームの概要（後半） 
復興おたすけゲーム 

• 復興は長い過程 

• 今は日常としてとらえ意識していない大切な
ものを再構築する過程 

• 行政や専門家が取り組むだけでは「まち」は
復興できない 

• ひとりひとりが何ができるかを考えておくこ
とが大切 

• 協力体制や地域のつながりづくりは、私たち
から始める必要がある 



復興おたすけゲームの流れ 
• １枚ずつ「困っている」カードを引く 

• 班の前で声を出して読みながらカードを見せる 

• 他の人は些細なことでも「助けてあげられるか
も・・」と思ったら「ヘルプカード」をあげて、
ヘルプの内容を伝える 

• アイデアが「助かる！」「ありがたい！」と感
じたら提案者のヘルプカードにシールを貼る 

• だれからもアイデアが出なかったら封筒にカー
ドを入れておく 

• 封筒に入っていたものを全体で紹介し、さらに
お助けのアイデアを探す 

• 一番シールが多かった人が「おたすけMan」 



進め方のポイント 

• 正解はない、否定しない 

• いろいろな可能性があることを考えてみ
る 

• 本人の意見（子どもの意見）を聞いてみ
る 

• 地域ごとの特徴を反映してカードをアレ
ンジしよう 

• 難しくとらえすぎない 

• アイデアカードに書くことで発想が膨ら
み整理される 



〜 継続した活動及び新規の活動 〜 
◯ 継続した活動：仙台における活動 

 ５月１７日 仙台・ニッペリア仮説住宅にて手芸ワークショップ〈写真〉 
 ８月 １日 太子堂ワークショップにて仙台マートルさんの手芸講座 
  

◯ 新規の活動：復興おたすけゲームワークショップ開催予定（新規事業） 

 ７月２２日 世田谷区立池尻小学校サマースクールでの講座（児童・保護者向け）  
 ８月 ３日 太子堂小ワークショップ（児童・保護者向け） 
１２月 １日 １B青少年委員会地域合同全体研修会（小中校外委員・PTA役員向け） 


